
被災経験を未来につなげたい
防災教育展示ブース創設に向けた御寄附のお願い

宮城県丸森町
×

防災からつむぐ地域との未来 ▲お問い合わせ



仙台
市

宮城県丸森町のご紹介

11408人

2025年5月末

▲お問い合わせ



丸森町は400年以上も前から水害に悩まされてき
た土地でした。水害の多発による被害が繰り返さ
れたため1801年より「町場替え」（町の中心部を
高地へ移転）が行われたという記録があります。

年月日 災害種別 被害総額

S33.9.26 洪水 5億687万円

S46.8.30～31 暴風雨 1億8,000万円

S57.9.12～13 暴風雨 13億1,942万円

S61.8.5 豪雨洪水 55億9,634万円

H1.8.6 大雨洪水 28億1,475万円

H3.10.12 大雨洪水 6億2,497万円

H10.8.26～31 大雨洪水 2億37万円

H11.4.24～26 大雨 4億6,695万円

H14.7.11～12 台風6号 2億538万円

H19.7.13～16 台風4号 6億1,157万円

H19.9.5～7 台風9号 2億4,093万円

H27.9.6～11 台風18号 9億4,726万円

H29.10.22～23 台風21号 1億5,143万円

・近年の風水害の発生状況

令和元年東日本台風
(台風19号)

被害総額 472億8,164万円
累加雨量６１２mmを記録する大雨

丸森町と水害の歴史



全国の水害発生回数と被害額

被災経験がある丸森町だからこそ
「災害記憶の伝承」と「防災学習」の取り組みを通して、
自然災害と正しく向き合う情報発信を目指しています。

▲お問い合わせ



丸森地区MIZBEステーション

令和８年度中のオープンを目指しています。
MIZBEステーションは災害発生時の拠点であり、平時は
防災学習と町のにぎわい作りの拠点になります。

「丸森町水防センター」
芝生広場

公園・緑地、イベント会
場、スポーツ広場として
の利用

イベント広場

マルシェや軽トラ市等
を行えるイベント広場

かわまち交流センター（水防センター）

防災学習、災害伝承、観光案内、飲食・物販スペー
ス、阿武隈ライン舟下り、かわみなとフットパス、
川風トレイル、サイクリストの拠点として整備

阿武隈川をはじめとする
“自然と人との関係”を伝えていく

▲お問い合わせ



“もしも”は“いつも” 自然とともに生きる丸森町
展示コンセプト

町必要額 約5,600万円

例えば
教育学習コンテンツの作成
企業研修の実施
展示創設
拠点整備 など

災害の知見が集う場所で
“未来の防災”

を一緒に育てませんか

▲お問い合わせ



企業様へのお願い

災害に対する知見
日常からの防災意識の
啓蒙
MIZBEステーション

地域とのつながり
地域への取り組み
技術・サービス

学びとにぎわいの“育成拠点”
コンテンツ作成
サービス実証

企業版ふるさと納税での実現

丸森町
企業

企業版ふるさと納税では
税控除のほかに広報効果も見込めます
HP掲載・プレスリリース・敷地内での記念植樹（企業名掲出）など

防災を学び続けられるまちをいっしょにつくりたい！

▲お問い合わせ



宮城県丸森町では共感いただける企業様のご連絡お待ちしています

復旧・復興から次のステージへ

【お問い合わせ先】
宮城県丸森町役場 企画財政課
ふるさと納税担当 荒 友美

アドレス
furunou@town.marumori.Miyagi.jp
電話番号 0224-87-6339

▲お問い合わせフォーム
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